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,。 豊かな発想力に脱帽。やはり
|に磨かないとダメですね。今の
〉プロテインを飲むことになるの
I県 森上訓行さん 45歳 )。 体
t〒 10408011朝 日新聞文化くらし
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が
、
自
分
は
有
名
人

で
も
な
い

し
、
う
ち
の
子
は
ム
ス
コ
じ
や
な

く
て
ム
ス
メ
だ
が
、
例
え
ば
な
に

か
あ
っ
て
ヽ
今
日
の
女
子
高
梃
生

ゃ
オ
ジ
サ
マ
が
イ
ン
ダ
ビ

ユ
ー
さ

れ
た
時
「
ど
ん
な
ふ
う
に
言
う
ん

だ
ろ
う
。
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こ
と
を
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●
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原発避難者の思い 1世界へ

現
状
・教
訓
Ｉ
「事
故
は
終
わ
つ
て
い
な
い
」

―

弯

た

な
ぇ
藉
へ

』・　
・　
　
　
　
伊
藤
理
佐

「
下
冊
、
買

つ
て
あ
げ
る
よ
。

自
分
で
選
ん
で
い
い
よ
」

と
ヽ
本
屋
さ
ん
で
言
わ
れ
た
ム

ス
メ
が
３０
分
後
に
持

っ
て
き
た
本

東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故

で
ヽ
関
西
に
子
ど
も
と
避
難
し
た

母
親
や
支
援
者
が
英
語
の
冊
子
を

作

つ
た
。
原
発
避
難
の
現
状
と
教

訓
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
思
い
を

世
界
に
届
け
た
い
と
、
国
際
会
議

で
も
発
信
し
て
い
る
。　
　
　
　
＾

冊
子
を
作

っ
た
の
は
い
避
難
者

で
つ
く
る
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大
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避
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会
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人
の
母
親
の
講
演
録
や
手
記
、
住

宅
支
援
継
続
を
求
め
る
知
事
宛
で

の
手
紙
な
ど
を
英
語
と
日
本
語
で

収
録
し
た
「
Ａ
５
サ
イ
ズ
で
７０
な
。

き
つ
か
け
は
、
同
会
代
表
の
森

松
明
希
子
さ
ん
（
４２
）
が
昨
年
３

月
、
仙
台
市
で
の
国
連
防
災
世
界

会
議
の
関
連
事
業
に
招
か
れ
、
英

親
和

鰤
■
．

語
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
こ
と
だ
「

森
松
さ
ん
は
、
放
射
線
に
よ
る

健
康
被
害
を
恐
れ
、
第

一
原
発
か

ら
約
６０
計
の
福
島
県
郡
山
市
か

ら
、
当
時
３
歳
の
長
男
と
７
カ
月

の
長
女
を
連
れ
て
大
阪
に
避
難
。

「
広
島

●
長

‐崎
ヽ
福
‐島

を
経
験

し
、
私
た
ち
日
本
人
は
こ
れ
以
上

『
ヒ
バ
ク
シ
ャ
』
を
つ
く
り
出
し

て
は
い
け
な
い
と
気
づ
く
べ
き

裁
一
難
嘲
」
は
中
赳
鍛
裁
一
薇
継

一

洋
子
さ
ん
が
引
き
受
け
た
。

こ
の
ス
ピ
ー
チ
を
、
別
の
母
親

２
人
の
避
難
手
記
な
ど
の
英
訳
と

と
も
に
フ
エ
イ
ス
ブ

ッ
ク
で
公

開
。
そ
れ
を
見
た
英
国
の
女
性
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら

「
こ
ち
ら
で
も

シ
ェ
ア

（共
有
）
し
た
い
」
と
連

絡
が
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
放
射

能
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
冊
子
に

し
て
配
る
と
伝
え
て
き
た
。

森
松
さ
ん
は
昨
秋
、
広
島
で
開

か
れ
た
世
界
核
被
害
者
フ
オ
ト
ラ

ム
に
も
足
を
運
び
、
チ
エ
イ
ス
さ

ん
と
と
も
に
、
海
外
か
ら
の
参
加

者
に
冊
子
を
配
っ
た
。

、冊
子
に
収
め
ら
れ
た
母
親
た
ち

の
手
記
に
は
、
避
難
が
正
し
か

っ

た
の
か

一
人
思
い
悩
ん
だ
こ
と
ヽ

離
れ
て
暮
ら
す
父
親
と
子
ど
も
た

ち
を
会
わ
せ
て
や
れ
な
い
こ
と
ヽ

二
重
生
活
で
経
済
的
負
担
が
重
く

の
し
か
か
つ
て
い
る
こ
と
、

「神

経
質
」

「
地
元
を
捨
で
逃
げ
た

・者
」
と
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど

が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
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「私
た
ち
の

一
つ

一
つ
の
体
験

が
事
実
で
あ
り
、
５
年
が
過
ぎ
た

今
も
原
発
事
故
は
全
く
終
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
つ
て
も
ら
え

る
と
思
う
」
と
森
松
さ
ん
。

冊
子
は
５
０
０
円

（カ
ン
パ
協

力
金
）
。
希
望
す
る
人
は

「冊
子

希
望
」
と
書
き
、
メ
ー
ル
で
同
会

分
”
●
Ｑ
ｏ
二
Ｎ
ｏ
い卜
◎
”
日
”
い］・ｏ
ｏ

Ｂ
）
に
申
し
込
む
。
（瑠
垣
大
志
郎
）
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人権を考える集会で、
「避難者の声は届いで
いるのか」と訴えた森
松さん=大阪市北区


